
2016年10～11月の主な活動を写真でご紹介します。詳細はウェブサイト（www.bosai-jp.org）や
フェイスブック（www.facebook.com/bosaijp.org）をご覧になってください。

■ 仙台防災枠組の実践を推進

第7回目となるアジア防災閣僚級会議は、

昨年の第3回国連防災世界会議で仙台防災

枠組が採択された後、初開催となります。

主催はインド政府の内政省、共催が国連

国際防災戦略事務局で、11月2日～5日に

インドのニューデリーで開催され、アジア

地域を中心に約60箇国から大臣級、各国

政府、国連機関、NGO、民間企業などの

関係者約4000名が出席しました。

主要なテーマは、2030年までの防災活

動指針である仙台防災枠組について、アジ

ア各国での実施状況や推進方策を議論する

と共に、アジア地域における防災の成果と

課題を総括することです。

大会議場での全体会議に加え、複数の会

場・会議室に分かれて、2つの閣僚セッ

ション、6つの技術セッション、18のテー

マ別セッションなどが運営されました。

インドのナレ ンドラ・モディ首 相や

UNISDRロバート・グラッサー特別代表、

日本の二階俊博自民党幹事長や松本純内閣

府特命担当大臣、東北大学の今村文彦教授

（津波工学）やARISEのサンドラ・ウー理

事（国際航業会長）、そしてJBPの西口尚

宏代表理事らが登壇されています。

最終日の5日には、会期を通じた結論と

して、『ニューデリー宣言2016』が採択

されました。第8回は2年後にモンゴルで

開催される予定です。
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10月5日（水） 東京都港区
『第１回情報交換会・第２回幹事会』
全会員を対象とした情報交換・活動報告・意見交換の会

（防災推進国民大会で行った発表を、会員に向け再講演）

10月5～6日（水～木） ベトナム・ハノイ市
『ベトナム検討会：土砂災害対策技術の紹介』
農業農村開発省（ＭＡＲＤ）及び 交通大学にて技術紹介

JBP事務局からのお知らせ

 新ウェブサイトには、会員の皆様を紹介する「会員情報」と、皆様がご
提供される「ソリューション」をご登録できます。未登録の会員各位は
ご登録をお願いいたします。ご不明点は、事務局までご連絡ください。

 ウェブにご登録済みの会員情報は、英語版のJBP紹介パンフレットに掲
載いたしました。ご入用の際は、事務局までお問合せください。

 このジャーナルはウェブサイトからダウンロードできます。ＪＢＰの活
動を知っていただくために、回覧・掲示・配布等をお願いいたします。

新会員（一般会員）のご紹介 （10～11月）

・株式会社ＩＨＩ建材工業

会員状況 全106社 （11月30日現在）

・幹事40社 ・一般51社 ・賛助15社

Information

11月7日（月） 東京都千代田区
『ＪＩＣＡ主催「インフラにおける災害対策」研修』
日本の災害技術と防災フレームワークについて講習を実施
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名称：第7回 アジア防災閣僚級会議 2016

（Asian Ministerial Conference on

Disaster Risk Reduction 2016）

期間：2016年11月２日(水)～５日(土)

場所：インド、ニューデリー

会場：ヴィギャン・バーワン国際会議場 他

（Vigyan Bhawan）

主催：インド内政省（Ministry of Home

Affairs, Government of India）

共催：国連国際防災戦略事務局（UNISDR）

目的：仙台防災枠組のアジア地域での推進

内容：閣僚セッション、技術セッション、

テーマ別セッション、全体会議、

世界津波の日記念会議、展示会 他

参加：約60箇国から約4000名が出席

開 催 概 要

AMCDRR: Asian Ministerial Conference on Disaster Risk Reduction 2016, New Delhi, India

ヴィギャン・バーワン国際会議場ヴィギャン・バーワン国際会議場

■ JBPでブース出展

会議場に隣接して展示会場が設けられ、

日本からはJBP、JICA、東北大学が産官

学連携して出展しました。JBPブースでは

パネル、パンフレット、ウェブサイト、動

画、シミュレーション等を用いて２会員

（日立造船、富士通）と事務局が技術説明

を行い、実質2日間の展示期間で、約300

名の方が訪問してくださいました。
● 西口代表理事が民間部門主体の３セッションに

登壇し、JBPの活動を紹介

● 終始にぎわっていたJBP展示ブース

■ 10月26日に全国発売

JBPでは、多岐にわたる災害対策を包括

的かつ平易に紹介することで、企業や自治

体の防災担当者を始め多くの方々に防災意

識を高めてもらおうと、防災ムック本の監

修を進めてまいりました。

趣旨にご賛同くださった政府機関や自治

体、関連団体やJBP会員から多大なご支援

とご協力を賜り、10月24日発行で26日に

全国発売できました。出版に際しご尽力く

ださった皆さま方に、この場を借りて厚く

御礼申し上げます。

ＪＢＰ監修 日経ムック 『ケースで分かる災害対策』

■ 書籍の概要

書籍名：『日経MOOK

ケースでわかる災害対策

企業・自治体対応の最前線』

体 裁： A4変型判 並製 112 ページ

発 行： 日本経済新聞出版社

発行日： 2016年10月24日

定 価： 本体1800円＋税
www.nikkeibook.com/book_detail/18225/

■ 情報発信機能の集約と強化

国内外への情報発信強化と会員間の情報

交流促進を図るべく、JBPウェブサイトを

刷新し、10月3日（月）から運用を開始し

ました。これまで独立運営されていた英語

版・日本語版・スマホ版・内部版の計４サ

イトの機能を一つに集約しています。

URL: https://www.bosai-jp.org/ja

■ 新ウェブサイトの特長

具体的な特長は主に下記の５つです。

① 同一コンテンツで英日2箇国語対訳表示

② ソリューションマップの充実と体系化

③ 会員情報を紹介するページの新規追加

④ 会員サイトから直接記事制作できる機能

⑤ 担当者登録とメール自動配信の機能

機能の充実は継続して行っていきます。

ＪＢＰウェブサイトを刷新 －10月３日運用開始Ḙ

11月21日（火）カナダ・バンクーバー市
在バンクーバー日本国総領事館、ブリティッシュコロンビア州

政府緊急事態対応州務大臣、UBCアジア研究所日本研究セ

ンター共催 『災害からの回復力強化のための
防災ラウンドテーブル』

約150名の来場者に、西口代表理事と会員3社（技研製作所、

日建設計、日立造船）が地震対策の成功例を紹介


